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【発表要旨】　「日本語の「V-(サ)セル」文の使役構造性と他動構造性」

東京外国語大学　早津恵美子

日本語の使役文（「V-(サ)セル」を述語とする文）について、原動文（「V」を述語とする文）との対応関係として、次のような2つの捉え方がある。　

　　A：広く知られている捉え方

太郎が 花子に 荷物を 運ばせる。   ⊃ 花子が 荷物を 運ぶ。

太郎が 息子を 銀行へ 行かせる。   ⊃ 息子が 銀行へ 行く。
太郎が 冷凍庫で 果汁を 凍らせる。 ⊃ 果汁が 凍る。

B：あまり知られていない捉え方

太郎が 花子に 荷物を 運ばせる。 ⇔ 太郎が（自分で）荷物を 運ぶ。

太郎が 息子を 銀行へ 行かせる。 ⇔ 太郎が（自分で）銀行へ 行く。

このAは、使役文は原動文の表す事態には含まれない人や事物を項として加え、それを主語にして述べる文だとする捉え方であり、使役文の表現する事態が原動文の表現する事態を含意する。一方Bは、意志動作の引きおこしを表す使役文についてのみあてはまる性質だが、使役文と原動文は、主語である人が原動詞の表す動作を他者に行わせる事態を表す文と自身で行う事態を表す文だとする捉え方であり、両者は異なる事態を表現している。
　使役文と原動文との対応関係にこのような2つの側面があることを意識することは、日本語の使役文の性質、また、使役・受身・原動からなる日本語のヴォイス体系の性質の把握に有効だと思われる。具体的にはたとえば次のようなことである。
● Bの捉え方をすることの意義
（ア）意志動作の引きおこしを表す使役文の文法的な意味についての新たな観点。　　
「つかいだて（他者利用）」と「みちびき（他者誘導）」　cf.「強制」と「許可」
つかいだて： ・太郎は忙しくて銀行へ行けないので代わりに息子を行かせた。

  　　　 　・太郎はひとりでは運べないので業者に頼んで荷物を運ばせた。
みちびき： ・先生は園児たちのよい思い出となるようみなにイモ堀り体験をさせた。

　  　　　 ・教師は学生が基礎知識を身につけられるようまず入門書を読ませた。

（イ）原動文と使役文と受身文からなる日本語のヴォイス体系

　　原動文：太郎が花子をなぐる。　　　　 ：主語（動作主体）　　＝原動作の主体

　　使役文：太郎が後輩に花子をなぐらせる。：主語（引きおこし手）≠原動作の主体

受身文：太郎が先輩に花子をなぐられる。：主語（被り手）　　　≠原動作の主体
● Aの捉え方が示唆するもの

（ウ）他動詞・自動詞を含めた日本語のヴォイス体系

《使役と他動》　cf.受身と自動
太郎が冷凍庫で果汁を｛凍らせる／固まらせる／固める｝。⊃ 果汁が｛凍る／固まる｝。

先生が生徒を校庭に｛来させる／集まらせる／集める｝。⊃ 生徒が校庭に｛来る／集まる｝。

● 全体として

（エ）使役文の構造として大きく次のような二種を考えることができる。
・使役文の典型としての使役構造性をもつもの。
・他動構造性（二項他動構造・再帰構造・三項他動構造）をもつもの。
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